
項   目 主 要 施 策 ・ 成 果 ・ 予 算 執 行 実 績 
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１．地方債現在高の状況 
令和４年度の町債は、主な事業として、一般廃棄物最終処分場拡張事業を含む一般

廃棄物処理事業債（５４０万円）、士幌南地区小規模土地改良事業等を含む公共施設
等適正管理推進事業債（４，２９０万円）及び道路整備事業等に公共事業等債・辺地
対策事業債など（１億７，５６０万円）を充当し、その他臨時財政対策債の借入を行
い、地方債の借入額合計は２億９，２２０万７千円となった。これにより地方債の残
高は、対前年度比６．４％の減少となった。 
地方債現在高                                       （単位：千円・％） 
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比   率 
元 金 利 子 

４ 292,207 708,123 24,962 － 6,048,814 7.1 

３ 579,687 866,183 30,018 156,240 6,464,730 6.8 

２ 576,171 685,337 35,250 － 6,751,226 6.3 

元 423,882 737,409 42,895 － 6,860,392 5.9 

30 583,800 702,479 51,219 － 7,173,919     5.1 

 
２．長期資金償還額内訳 

本年度の償還対象事業では、平成１４年度の臨時財政対策債及び地方税減収補てん
債、平成２４年度の辺地対策事業債等の償還が完了となり、平成３０年度の臨時財政
対策債、辺地対策事業債、公共事業等債等の元金が償還開始となった。 
本年度の元金の償還総額は、繰上償還を行った前年度より１億５，８０６万円減少

し、対前年度比では、１８．２％の減少となった。 
借入先別現在高                         （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３．短期借入金の状況 

令和４年度の歳計現金は、資金需要の高い３月に不足が生じたため、一時借入を行
った。資金不足の要因は、建設事業の大きな財源を占める地方債が年度末以降（３～
５月）に入金となるため。 
一時借入金の借入は、１件で借入期間は２２日間、これに伴う支払利子については、

４５，２０５円となった。 
○一時借入金累計額  ３００，０００千円 

（前年比３００，０００千円増） 
○借 入 期 間   ２２日間（１件） 

○一時借入金支払利子 ４５，２０５円 

○借 入 利 率   ０．２５％ 
 

 
政 府 資 金 地方公共団

体金融機構 
銀行等 

共済組 

合 等 
計 

財政融資 郵貯資金 簡易保険 

前年度末残高 4,090,842 8,244 0 1,080,479 158,995 1,126,170 6,464,730 

本年度発行額 226,907 0 0 56,800 5,400 3,100 292,207 

償

還 

額 

元 金 413,075 2,092 0 119,835 29,300 143,821 708,123 

利 子 11,263 7 0 9,621 976 3,095 24,962 

計 424,338 2,099 0 129,456 30,276 146,916 733,085 

本年度末残高 3,904,674 6,152 0 1,017,444 135,095 985,449 6,048,814 
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